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I centri di identificazione ed espulsione (CIE) 身元確認と国外退去センター。
I centri di soccorso e di prima accoglienza (CPSA) 救助および初期受け入れセンター
I centri di Accoglienza per Richiedenti Asilo e Rifugiati (Cara) 庇護申請者および難民（難民条約
上の）の受け入れセンター。
I centri di identificazione e di espulsione (CIE) は、1998年 の 法40号 で Centri di permanenza 
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５．おわりに
　このように難民の流入、外国人の不法入国はあとを絶たない。確かに、人道上、難民を保護す
ることは重要なことである。ただし、いままでのヨーロッパの庇護体制についてのダブリン条約の
システムでは庇護の申請ができたのは入国した国になっていた。そこで イタリア、ギリシアの難
民がおしよせ、この2国が難民問題に対面することになっていた。この状況を打開するためにすな
わち、イタリア、ギリシアへの負担を軽減するためにEUは難民の振り分けを決定したが、ハンガ
リー、などの諸国がこの政策に反対し、またその他の国でも、難民の受け入れに難色を示す声が高
まってしる。さらに問題となるのは難民と経済的理由で入国するいわゆる不法入国者との区別が
即時にできないことにある。前述のようにイタリアではLega Nordなどが不法入国者の国外追放
をさけんでいる。しかしながら、庇護の認定をするにしても資格のないものを即座に強制的に退去
はできないことになっている。収容にしても人道的な取り扱いをしなければ、損害賠償を命じられ
たことがあることを忘れてはいけない。他方、ヨーロッパで頻発するイスラム過激派のテロと難民
の入国は微妙な関係をうみだしている。さらに、中東、シリアの情勢は依然として改善されないま
ま、シリアから逃げ出してくる難民が絶えない。
　確かに、人道上の理由で難民を受け入れるのは当然のとこであるが、難民とテロリストの区別が
つきにくく、またヨーロッパに居住してのちに過激なテログループにはいった例もある。さらに問
題なのはすべてのイスラム教徒が過激派に属しているわけではないので、イスラム教徒だけを区別
して扱えないことである。ヨーロッパでイタリア、ギリシアがEU圏外から圏内に入ってくる可能
性が一番高い国ではあるが、この両国とも経済的にいうと非常に厳しい状況である。この不況の影
響と難民の受け入れをどう調性するかが、重要な課題である。イタリアがハンガリーのように難
民受け入れを真っ向から反対する国にならないことをいのりたい。ただし、より重要なことは難民
や不法入国者を出さないようにする社会、平和と共存、すなわち欧米諸国のみが儲ける社会ではな
く、アジア、アフリカ諸国も平和と繁栄を享受できる社会を構築する必要がある。
